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2026 年 6 月 18 日

■ 会 長 挨 拶

つ く ば 学 園 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

高 田 　 稔 美 会 長

皆様、 こんにちは。

本日も例会にご出席いただき、 誠にありがとうございます。

早いもので高田年度も残すところあと 1 回の例会となりました。 昨年 7 月にスタートした年度

ですが、 振り返ってみますと本当にあっという間の一年だったように感じています。 この一年間、

多くの事業や例会、 移動例会、 奉仕活動を実施することができましたのも、 会員の皆様のご

理解とご協力のおかげです。 改めて心より感謝申し上げます。

今年度は創立 40 周年という大きな節目の年でもありました。 記念式典や記念事業をはじめ、 多くのチャレンジを行うことができました。

また、 「Be Together （変わらないために変わる）」 というテーマのもと、 会員同士の交流を深めながら、 新しい取り組みにも積極的に挑

戦してまいりました。

さて、 年度末に向けてまだいくつかの行事が予定されております。 6 月 25 日の夜には最終理事会を開催し、 その後には恒例となり

ましたワイン会も予定しております。 今年度を振り返りながら、 会員相互の親睦をさらに深める楽しい時間にしたいと思っておりますので、

多くの皆様のご参加をお願いいたします。

また、 6 月 30 日にはボウリング大会も開催されます。 日頃なかなか体を動かす機会の少ない方もいらっしゃるかと思いますが、 勝

敗にこだわることなく、 みんなで笑いながら楽しめる時間にしたいと思っております。 ぜひ多くの皆様にご参加いただき、 年度最後の親睦

事業を盛り上げていただければ幸いです。

高田年度もいよいよ最終盤を迎えました。 最後まで気を緩めることなく、 次年度の山﨑年度へしっかりとバトンをつなげられるよう努め

てまいります。 残りわずかな期間ではございますが、 引き続き皆様のご協力をお願い申し上げます。

本日もどうぞよろしくお願いいたします。

■ 役 員 ・ 理 事 事 業 実 績 報 告

■ 社会奉仕委員会
       久保田　泰隆　委員長

今 年 度 の 社 会 奉 仕 委 員 会 で は 、 環 境 保 全 活 動 や 防 災 体 制 の 整 備 、 地 域 福 祉 支 援 な ど を 中 心 に 、 地 域 社
会 と の 連 携 を 深 め な が ら 奉 仕 活 動 を 推 進 し て ま い り ま し た 。

ま ず 、「 ロ ー タ リ ー の 森 創 生 事 業 」 で は 、 1 1 月 3 日 に 4 0 周 年 記 念 事 業 の 一 環 と し て 、 つ く ば 市 ゆ か り
の 森 参 道 へ ベ ン チ 2 基 を 寄 贈 い た し ま し た 。 当 日 は 地 域 住 民 の 皆 様 や 関 係 団 体 の 方 々 に も ご 参 加 い た だ
き 、 環 境 整 備 活 動 を 通 じ て 交 流 を 深 め る こ と が で き ま し た 。 地 域 の 憩 い の 場 づ く り に 貢 献 す る と と も に 、
自 然 環 境 の 保 全 と 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化 に つ な が る 有 意 義 な 事 業 と な り ま し た 。

ま た 、 防 災 分 野 で は 、 一 般 社 団 法 人 つ く ば 青 年 会 議 所 な ら び に 、 つ く ば O A K ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ と の
連 携 を 強 化 し 、 災 害 発 生 時 に お け る 地 域 対 応 に つ い て 意 見 交 換 や 情 報 共 有 を 行 い ま し た 。 地 域 防 災 に 対 す
る 意 識 向 上 と 行 動 計 画 の 共 有 を 進 め る こ と が で き 、 関 係 団 体 と の 協 力 体 制 を さ ら に 深 め る こ と が で き ま し
た 。 今 後 も 継 続 し て 連 携 を 図 り な が ら 、 自 助 ・ 共 助 の 意 識 向 上 に 取 り 組 ん で い き た い と 考 え て お り ま す 。

さ ら に 、 地 域 福 祉 支 援 や 各 種 協 賛 事 業 へ の 協 力 も 積 極 的 に 行 い ま し た 。 地 域 で 活 動 す る 団 体 が 実 施 す

会長挨拶／役員・理事・各委員長事業実績報告／ニコニコ大賞　他
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■ プログラム委員会
       木村　英博　委員長

今 年 度 の 会 計 業 務 に お き ま し て は 、「 ク ラ ブ 運 営 活 動 資 金 」 と 「 奉 仕 活
動 資 金 」 を 明 確 に 区 分 し 、 そ れ ぞ れ の 目 的 に 沿 っ た 適 正 な 会 計 処 理 を 行 う
こ と に 努 め て ま い り ま し た 。

ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 活 動 を 健 全 か つ 透 明 性 の 高 い も の と す る た め 、 資 金
の 管 理 に つ い て は 会 計 規 則 に 基 づ き 厳 正 に 運 用 し 、 会 員 の 皆 様 か ら お 預 か
り し た 大 切 な 資 金 を 適 切 に 管 理 し て ま い り ま し た 。

ま た 、会 員 の 皆 様 な ら び に 事 務 局 の ご 協 力 の も と 、資 金 の 受 払 い や 保 管 、
記 帳 業 務 を 正 確 に 行 う と と も に 、 四 半 期 ご と に 会 計 報 告 を 実 施 い た し ま し
た 。 定 期 的 な 報 告 を 行 う こ と で 、 ク ラ ブ 会 計 の 状 況 や 資 金 の 流 れ に つ い て 会 員 の 皆 様 に ご 理 解 い た だ き 、
透 明 性 の あ る ク ラ ブ 運 営 に つ な げ る こ と が で き た と 考 え て お り ま す 。

今 年 度 は 創 立 4 0 周 年 記 念 事 業 を は じ め 、 多 く の 事 業 が 実 施 さ れ ま し た が 、 各 委 員 会 や 事 務 局 と の 連 携
を 図 り な が ら 、 円 滑 な 資 金 管 理 と 適 正 な 会 計 処 理 を 行 う こ と が で き ま し た 。

一 年 間 、 会 計 業 務 に ご 理 解 と ご 協 力 を い た だ き ま し た 会 員 の 皆 様 、 な ら び に 事 務 局 の 皆 様 に 心 よ り 感
謝 申 し 上 げ ま す 。今 後 も 引 き 続 き 、適 正 か つ 透 明 性 の 高 い 会 計 運 営 が 継 承 さ れ る こ と を 期 待 し て お り ま す 。

■ 会場監督（SAA）委員会
       平島　泰裕　委員長

今 年 度 は 、 高 田 会 長 が 掲 げ た ク ラ ブ テ ー マ 「 B e  T o g e t h e r （ 変 わ ら な
い た め に 変 わ る ）」 の 実 践 に 向 け て 、 プ ロ グ ラ ム 委 員 会 が 企 画 し た 例 会 プ
ロ グ ラ ム を 円 滑 に 進 行 す る と と も に 、 事 務 局 と も 連 携 し な が ら 、 会 員 の 皆
様 が 楽 し く 参 加 で き る 魅 力 あ る 例 会 運 営 に 努 め て ま い り ま し た 。 会 員 同 士
の 交 流 を 深 め 、 一 体 感 の あ る 例 会 づ く り に 少 し で も 貢 献 で き た の で あ れ ば
幸 い で す 。

ま た 、 来 賓 や 招 待 者 、 来 訪 ロ ー タ リ ア ン の 皆 様 の お 名 前 や ご 紹 介 に つ い
て は 、 事 務 局 や 親 睦 委 員 会 と の 事 前 確 認 を 徹 底 し 、 大 き な 混 乱 も な く 進 行
す る こ と が で き ま し た 。 一 方 で 、 例 会 の 時 間 管 理 に つ い て は 難 し さ を 感 じ る 場 面 も 多 く あ り ま し た 。 卓
話 が 盛 り 上 が り 予 定 よ り 長 く な っ た り 、 逆 に 進 行 が 早 く 進 み す ぎ た り す る こ と も あ り 、 そ の 都 度 調 整 に
苦 慮 い た し ま し た が 、 S A A メ ン バ ー を は じ め 、 会 長 ・ 幹 事 の 皆 様 の ご 協 力 に よ り 無 事 に 運 営 す る こ と が
で き ま し た 。

ニ コ ニ コ ボ ッ ク ス に つ き ま し て は 、 多 く の 会 員 の 皆 様 に ご 協 力 を い た だ き ま し た が 、 残 念 な が ら 目 標
額 に は 届 き ま せ ん で し た 。 し か し な が ら 、 高 田 会 長 か ら の 個 別 の お 声 掛 け に 応 え て く だ さ っ た 会 員 の 皆
様 も 多 く 、 そ の 温 か い ご 支 援 に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 ま た 、 例 会 進 行 の 都 合 上 、 す べ て の コ メ ン ト
を 読 み 上 げ る こ と が で き な か っ た こ と に つ き ま し て は 反 省 点 と し て 受 け 止 め て お り ま す 。

S A A メ ン バ ー お よ び 事 務 局 と は 、 メ ー ル や S N S を 活 用 し な が ら 役 割 分 担 や 出 席 者 情 報 を 共 有 し 、 円
滑 な 例 会 運 営 に 努 め ま し た 。 ま た 、 懇 親 会 な ど を 通 じ て 相 互 の 親 睦 を 深 め る こ と が で き た こ と も あ り 、
一 年 間 を 通 じ て 強 い 協 力 体 制 を 築 く こ と が で き ま し た 。 改 め て 、 S A A メ ン バ ー な ら び に 事 務 局 の 皆 様 の
ご 尽 力 に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

今 後 の 引 継 ぎ 事 項 と し て は 、 特 に 第 1 例 会 な ど 重 要 な 例 会 に お い て 、 事 前 準 備 や 進 行 確 認 の 時 間 を 十
分 に 確 保 す る こ と が 大 切 だ と 感 じ て お り ま す 。 早 め の 集 合 や 打 ち 合 わ せ を 行 う こ と で 、 よ り 余 裕 を 持 っ
た 例 会 運 営 が 可 能 に な る と 思 い ま す 。 次 年 度 に お か れ ま し て も 、 S A A ・ 事 務 局 ・ 各 委 員 会 が 密 に 連 携 し 、
さ ら に 充 実 し た 例 会 運 営 を 実 現 し て い た だ け れ ば 幸 い で す 。

一 年 間 、 ご 協 力 い た だ き ま し た す べ て の 皆 様 に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

る 社 会 貢 献 活 動 や 福 祉 事 業 に 対 し 、 連 携 し な が ら 支 援 を 行 う こ と で 、 地 域 社 会 の 発 展 と 活 性 化 に 貢 献 す る こ
と が で き ま し た 。 ま た 、 協 賛 事 業 へ の 支 援 を 通 じ て 、 多 く の 方 々 と の 交 流 の 機 会 を 創 出 し 、 地 域 と の つ な が
り を 深 め る こ と が で き ま し た 。

一 年 間 を 通 じ て 、会 員 の 皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 の も と 、様 々 な 社 会 奉 仕 活 動 を 実 施 す る こ と が で き ま し た 。
今 後 も 地 域 社 会 の 課 題 解 決 と 持 続 可 能 な 奉 仕 活 動 の 推 進 に 向 け て 、 継 続 し て 取 り 組 ん で ま い り た い と 思 い ま
す 。 ご 協 力 い た だ き ま し た 皆 様 に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

ロータリー特別月間　6月：ロータリー親睦活動月間ロータリー特別月間　6月：ロータリー親睦活動月間
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■ サテライト支援委員会
      吉岡　隆久　委員長

今 年 度 は 、 つ く ば 学 園 ユ ー ス サ テ ラ イ ト ク ラ ブ と の 連 携 強 化 と 支 援 活 動
を 中 心 に 取 り 組 ん で ま い り ま し た 。

ま ず 、 つ く ば 学 園 ユ ー ス サ テ ラ イ ト ク ラ ブ の 会 員 に 例 会 卓 話 の 機 会 を 設
け 、 ク ラ ブ の 活 動 内 容 や 事 業 報 告 、 さ ら に は 新 入 会 員 の 紹 介 を 行 っ て い た
だ き ま し た 。 若 い 世 代 の 皆 さ ん が ど の よ う な 思 い で 活 動 し て い る の か を 知
る こ と が で き 、 当 ク ラ ブ 会 員 に と っ て も 大 変 有 意 義 な 機 会 と な り ま し た 。
ま た 、 ユ ー ス サ テ ラ イ ト ク ラ ブ の 活 動 を 広 く 知 っ て い た だ く こ と で 、 相 互
理 解 と 交 流 を 深 め る こ と が で き た と 感 じ て お り ま す 。

さ ら に 、 青 少 年 奉 仕 委 員 会 と の 合 同 事 業 と し て 、 つ く ば 学 園 ユ ー ス サ テ ラ イ ト ク ラ ブ 、 つ く ば 学 園 ロ ー
タ ー ア ク ト ク ラ ブ 、 そ し て つ く ば 学 園 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 3 ク ラ ブ 合 同 に よ る 懇 親 会 を 開 催 い た し ま し
た 。 世 代 や 立 場 を 超 え た 交 流 の 場 と な り 、 そ れ ぞ れ の 活 動 内 容 や 考 え 方 を 共 有 し な が ら 親 睦 を 深 め る こ と
が で き ま し た 。 今 後 の 連 携 強 化 に つ な が る 大 変 有 意 義 な 事 業 と な り ま し た 。

引 継 事 項 と し て は 、 つ く ば 学 園 ユ ー ス サ テ ラ イ ト ク ラ ブ が 安 定 し た 組 織 運 営 を 継 続 で き る よ う 、 引 き
続 き 支 援 を 行 っ て い く 必 要 が あ り ま す 。 特 に 会 計 管 理 や 組 織 運 営 に つ い て は 、 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ と し て 助
言 や サ ポ ー ト を 継 続 し 、 将 来 的 な 自 立 運 営 に 向 け た 体 制 づ く り を 支 援 し て い く こ と が 重 要 で あ る と 考 え て
お り ま す 。

今 後 も 若 い 世 代 と の 交 流 を 深 め な が ら 、 サ テ ラ イ ト ク ラ ブ の 発 展 と 活 性 化 に 向 け た 支 援 を 継 続 し て ま
い り た い と 思 い ま す 。 一 年 間 ご 協 力 い た だ き ま し た 皆 様 に 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

ニコニコボックス

喜びや感謝・楽しい思い出を仲間と分かち合い、奉仕にもつながるメッセージ

新井　和雄パストガバナー　大野PDG、つくば学園RCの皆様方のロータリー財団に対する多大な貢献に感謝いたします。

赤塚　　剛　会員	 なかなか出席できずすみません。引き続きよろしくお願いします。
鈴木冨士雄　会員	 新井和雄パストガバナーよくいらっしゃいました。地区職業奉仕総括委員長時代を思い出しました。
	 	 	 楽しく有意義でした。ありがとうございました。
吉岡　隆久　会員	 これにてニコニコ目標達成！本日 サテライト支援委員会の事業報告をせていただきました。
	 	 	 1 年間お世話になりました。
高田　稔美　会員	 新井パスト、牧野さん、ようこそおこしくださいました。国際大会おつかれさまでした。
鈴木　一雄　会員	 コメントなし
飯島　寛志　会員	 善意、大変遅くなりもうしわけございませんでした。ようやく追いつきました。
	 	 	 引き続きよろしくお願いします。
大野　治夫　会員	 まきのさん、本日はおこしいただきありがとうございます。新井様ありがとうございます。

ニコニコ BOX へのご協力よろしくお願いします
ニコニコボックスとは
ロータリークラブの例会でよく見られる「ニコニコボックス」とは、会員が自発的に寄付を行う仕組みのことです。小さな募金箱や袋を用
意し、例会の場で会員が「今日は嬉しいことがあった」「仲間に感謝したい」「記念日を迎えた」などの理由で寄付を入れるのが習慣になっ
ています。

ロータリー特別月間　6月：ロータリー親睦活動月間ロータリー特別月間　6月：ロータリー親睦活動月間



TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I.TSUKUBA GAKUEN ROTARY CLUB DISTRICT 2820 R.I.

It is the 40th year since 1986It is the 40th year since 1986
2025-26 高田年度　Be Together　（変わらないために変わる）2025-26 高田年度　Be Together　（変わらないために変わる）

つくば学園ロータリークラブ 　Be Together （変わらないために変わる）
〒 305-0051 茨城県つくば市二の宮 1-10-1 ヴェルドミール 105 号室
TEL： 029-858-0100 FAX：029-858-0101
例会日：木曜日　１２：３０～１３：３０
例会場：ホテル日航つくば
〒 305-0031　茨城県つくば市吾妻 1 丁目 1364-1

ホームページもご覧ください　⇒
http://www.46gama.com/

１．真実かどうか
２．みんなに公平化
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

4つのテスト

つくばオールロータリアン FaceBook 同好会は、つくばの３クラブのロータリアンと
ロータアクト、インターアクトの情報などを FaceBook 上で共有しています。

【つくば学園・つくばシティ・つくばサンライズ・ローターアクト】
公開   https://www.facebook.com/tsukubagakuenrc/?fref=ts
非公開  https://www.facebook.com/groups/1482018048750125/?fref=ts

皆様、ぜひご活用ください

公開QRコード 非公開QRコード

友好クラブ

第 2650地区
京都山城ロータリークラブ

時は今　ところ足元　そのことに　打ち込
む命　永久の御命　（椎尾弁筐　御作）
https://www.rid2820.jp/

2025-2026年度 ＲＩ会長 フランチェスコ・アレッツォメッセージ

2025-2026年度 第 2820地区ガバナー　瀬戸　隆海ガバナー地区行動指針

友好クラブ　第 2650 地区　京都山城ロータリークラブ

出席報告
77 名／ 109 名中 70.64％

会報　VOL.40

例会予定
■ 06 月 25 日 12：30 ～ 13：30　例会
 　 ・各委員会委員長事業報告発表
  ・会長・幹事退任の挨拶（役員バッジ引継ぎ式）
  ※ 6 月ニコニコ大賞

  ワインを愉しむ会
  日時：6 月 25 日（水）18：30 ～
  会場：ホテル日航つくば　会費：15,000 円
■ 07 月 02 日（水） 11：30 ～ 12：30　 理事会
  2026-27 年度役員・理事、オブザーバー各位
  12：30 ～ 13：30 例会
    ・会長挨拶
    ・役員・理事事業計画発表
    ※ 7 月記念日お祝い
■ 07 月 09 日（水） 12：30 ～ 13：30 例会
    各委員会委員長事業計画発表
■ 07 月 16 日（水） 休会 （定款細則第 7 条第 1 節（d）による）

■ 07 月 22 日（火） 19：00 ～ 21：00 移動例会「直前会長・幹事慰労会」
   【会場】ひたち野（つくば市臼井 2103-5）
   【送迎バス利用の方】
   ホテルグランド東雲 第 3 駐車場
   18：00 集合・出発
07 月 23 日（水） 休会 （7 月 22 日（火）へ振替のため）
07 月 30 日（水） 12：30 ～ 13：30　第 6 分区ガバナー補佐事前訪問
   【招待卓話】
   モンゴル児童館館長　ガンバートル様
  13：40 ～ 15：00 クラブ協議会

本日のお客様

ロータリー特別月間　6月：ロータリー親睦活動月間ロータリー特別月間　6月：ロータリー親睦活動月間


